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論を含め ｢学活｣ と呼ばれた学級活動の時間は, 教員や

















私は 15 年前に本学に着任したが, 一年目に, 社会福
祉学部の政治学を担当し, そこで自然法概念のいくつか
の説を解説して講義を終えたところ, ひとりの学生がやっ
てきて, こう問うた. ｢自然法に, いろいろな説がある
のは分かりましたが, そのどれが正解なのですか, それ
を教えてください！｣. その後ろで, 何人もの学生たち












メッセージとしてこの ｢子ども手当｣ を位置づけ, それ
故に, たとえ有名な自動車会社の社長の子どもたちにも,
生活に困窮している子どもたちにも区別なく, 等しく給











ン社会の選択を聞いたところ, 140 名の受講生中, 1 名
がメッセージ説, 12 名が選択集中説を選び, 残りの 127
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名は無回答であった. そして, 第二の日本社会の選択で
は, メッセージ説はゼロ, 選択集中説は 20 名, 残り 120
名は無回答. 第三の学生自身の考えは, メッセージ説 4






















































す！｣ という主張であった. それ以来, 私は試験問題に














































(1952-) は, その著書 『象徴の貧困』 (ガブリエル・メ
ランベルジェ, メランベルジェ・眞紀訳, 新評論刊,




徴とは, 知的な生の成果 (すなわち概念, 思想, 定理,
知識など) と, 感覚的な生の成果 (つまり芸術, 熟練,










ジル・ドゥルーズ (1925-95) が ｢コントロール社会｣
と名付ける現代社会は, この同一化をもたらすテクノロ
ジカルな社会のコントロールを特徴とする. あるいは,















































イント科目 ｢地域研究プロジェクト｣ において, 私は美
浜町を舞台とする自然災害に対応する地域社会をテーマ



















深さ 4ｍから 8ｍ (上野間, 奥田, 野間などの地区によっ
て異なる) の津波が毎秒 10ｍの速度で押し寄せること



































の関係の再編｣ という金子郁容 (1948-) が示す 『コミュ











＊その成果は, 参加学生の報告書として, 2013 年春,
夏, 冬の三回に分けてまとめられる予定であるが, 別
途この紀要にも報告することを予定し, またその成果
の一部を 2013 年度秋季全学オンデマンド科目として
現在準備中の防災教育科目に活用する予定である.
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